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令和６年度 第２回 木更津市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

日時・場所 
令和７年３月 26日（水）午後 4時～4時 15分 

木更津市役所朝日庁舎 会議室 A2 

出 席 者 

【委  員】 中村和人（会長）・澤邊賢司・友光淳一・石井結花・齋藤幸子・ 

並木美幸・小山百合子 

【事務局】 伊藤福祉部長 高齢者福祉課：木村課長・牧野係長・里見主任主事・境事務員 

地域包括支援センター：青木管理者（中部）・佐藤管理者（東部）・ 

金子管理者（西部）・佐々木管理者（南部）・本吉管理者（北部）・ 

山田管理者（富来田） 

傍 聴 人 １人 

議 題 
議題 1 令和５年度木更津市地域包括支援センターの事業報評価について 

議題 2 令和７年度木更津市地域包括支援センターの運営方針について 

議事の内容 中村会長 ： 議題 1 令和 5 年度地域包括支援センターの事業評価について、事務局説

明をお願いします。 

事務局 ：   資料 2ページの資料 1をご覧ください。 

制度が始まりまして、今回で 7回目の評価となります。 

国で策定した全国統一の評価指標を使い、取組の確認や課題を把握して、

地域包括支援センターの適切な人員体制の確保や、業務の重点化等の検討

をしようとするものです。 

左側が前回、令和 4 年度、右側が今回、令和 5 年度の事業評価となりま

す。前回、左側のレーダーチャート、令和 4 年度の事業評価では、図の右下、

低い傾向にありました2－（3）包括的・継続的ケアマネジメント支援の指標も

概ね全国平均値となり、全体の項目は、全国平均と同等の指標となっていた

ところでございます。 

今回、令和5年度の事業評価、右側のレーダーチャートになりますが、前回

と比較しますと、全体的に介護支援専門員との連携が取れ、2－（3）包括的・

継続的ケアマネジメント支援が改善されましたが、一部の地域包括支援セン

ターでは、介護支援専門員のニーズに基づいて、関係機関等との意見交換の

場や、地域ケア会議の開催ができなかった等により、全国平均を下回りまし

た。 

また、2－（4）地域ケア会議については、議事録等の共有やモニタリング等の

実施ができず、全国平均を下回ったものです。 

なお、東部地域包括支援センターにつきましては、令和6年4月 1日時点

で回答できたものの結果となっております。 

この事業評価の結果を受け、一部実施できていないものは、今後実施する

よう確認し、できているものは維持する方向で、今回議題の 2 としておりま
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す、次年度の運営方針並びに事業実施に当たっての留意点に基づき、各地域

の実情に応じて独自の取組も検討しながら、事業計画を作成し、実施してま

いりたいと考えております。 

議題 1の説明は以上です。 

中村会長 ： 何かご質問、ご意見があれば、委員の皆様お願いします。 

中村会長 ： 例年のことですので、特に意見がなければ、このまま決を採りたいと思い

ますが、何かございませんか。よろしいでしょうか。 

それでは議題 1令和５年度地域包括支援センターの事業評価について、適

当と認めることに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

         （全員挙手） 

中村会長 ： 全員挙手となりましたので、議題 1 については本協議会として承認といた

します。 

中村会長 ： 議題 2 令和 7 年度地域包括支援センターの運営方針について、説明をお

願いします。 

事務局 ：   資料 5ページの資料 2をご覧ください。 

地域包括支援センターの運営方針につきましては、介護保険法第 115 条

の 47 第 1 項に基づき、市町村が地域包括支援センター業務を委託する場

合は、運営方針として示すこととされております。事前にご一読いただいて

いると思いますので、変更点をご説明いたします。 

木更津市地域包括支援センターの設置運営方針につきましては、地域支援

事業実施要綱が改正されたことにより、2 基本的な運営方針中の語句を一

部修正しております。1 の地域包括支援センターの設置の目的は、高齢者等

が住み慣れた地域で尊厳ある生活を続けられるよう、心身の健康の保持及

び生活の安定のために必要な相談・援助を行うことにより、その保健医療の

向上及び福祉の増進を図り、包括的に支援していく中で、地域包括ケアを推

進することを目的としております。基本的な運営方針は以下の公益性、地域

性、協働性をもとに活動を行います。なお、総合相談支援業務を総合相談支

援事業、権利擁護業務を権利擁護事業、包括的・継続的ケアマネジメント業務

を包括的・継続的ケアマネジメント支援事業に修正しております。また、3 に

あります、実施した事業に対する評価を実施し、結果を踏まえた必要な措置

を講じることとしております。 

続きまして、6 ページ、令和 7 年度事業実施にあたっての留意点について

は、各地域包括支援センターは、次に掲げる事項に留意するとともに、各地

域の実情に応じて独自の取組も検討しながら、事業計画を作成し、実施する

こととしております。令和 7 年度、新たに追加する事項としましては、12 ペ

ージの（4）管理者の役割と（5）の業務継続計画（ＢＣＰ計画）です。（4）の管

理者の役割につきましては、事業評価の評価指標が、令和 6 年 6 月に一部

改正されたことに伴い、センター長の役割を示そうとするものでございま
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す。（5）の業務継続計画につきましては、既に取り組んでいるところではあり

ますが、今後起こり得る災害等に対応するために、平時から備えようとする

ものでございます。 

7ページにお戻りください。1地域におけるネットワークをいかした活動の

展開では、語句を追加しております。また、（1）地域ケア会議の充実・活性化

につきましては、文言を個別ケースの検討によって把握・共有した地域課題

を地域づくりや政策形成に結びつけていくことで、地域包括ケアを推進しま

すに変更してございます。 

続いて、8 ページ、2 高齢者虐待の防止及び権利擁護に関する取組と、9

ページ、3 認知症に関する取組は、タイトルの送り仮名の修正。10 ページ、

（8）認知症に関する普及啓発につきましては、認知症メモリーウオークは実

行委員会が主体で行うものですので、認知症カフェフェスティバルに修正い

たします。4介護支援専門員に対する支援・指導、同じく 5介護予防ケアマネ

ジメントについては、変更、修正はございません。 

11 ページからの 6 その他の項目ですが、（1）地域包括支援センター全体

のスキルアップの研修計画の表中の研修の名称を修正しております。（2）市

との連携として、12 ページの④地域包括支援センター運営協議会への出席

につきましては、これまでも行っているところですが、報告を追記してござい

ます。また、⑤重層的支援体制整備事業に係る包括的相談支援事業者連絡会

への出席につきましても、等を追記してございます。 

なお、現在の地域包括支援センター業務委託についてですが、各センター

とも、事業実施・運営に関して実績も重ね、地域住民との信頼関係も構築し

ているところです。つきましては、来年度も引き続き、6 包括で担当し、同じ

運営主体による委託での実施をしたいと考えております。併せてお諮りいた

だきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

議題 2の説明は以上です。 

中村会長 ： 議題につきまして説明が終わりました。委員の皆様、何かご質問、ご意見あ

ればお願いいたします。 

中村会長 ： 特にございませんでしょうか。それでは採決を行いたいと思います。議題２

令和 7 年度地域包括支援センターの運営方針についてと、同じ運営主体に

よる委託での実施についてを併せ、運営方針について、適当と認めることに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

         （全員挙手） 

中村会長 ： 挙手全員としまして、議題２については本協議会として承認いたします。 

他に何かございますか。 

ないようですので、進行を事務局へお返しいたします。議事進行にご協力

いただきましてありがとうございました。以上で本日の議題は終了いたしま

した。 
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事務局 ：  中村会長、ありがとうございました。 

事務局から 1 点ご報告させていただきます。本日、机に配布させていただ

きました資料をご覧ください。木更津市地域包括支援センターの人員及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正についてです。こちらは、全国的に

人材確保が困難となっていることから、地域包括支援センターの職員配置基

準を柔軟化、緩和する法改正が行われたため、当該条例の一部改正を行った

ものです。 

改正の内容としましては、担当する区域内の第1号被保険者が概ね3000

人以上の場合、地域包括支援センター運営協議会が必要と認めるときには、

常勤換算方法によって配置することができるようになるものでございます。 

また、同じく担当する区域内の第 1号被保険者数が概ね 3000人以上の

場合、地域包括支援センター運営協議会が効果的な運営に資すると認めると

きには、複数の地域包括支援センターを 1 つの地域包括支援センターとみな

し、柔軟に職員を配置することができるようになるものでございます。 

なお、現時点で運用する予定はございません。運用する必要が生じました

ら、委員の皆様に諮らせていただきたいと存じます。 

これをもちまして、本日の協議会を閉会いたします。ご協議いただきあり

がとうございました。 

 

会議終了 

審議の結果 議題１   承認  

議題２   承認 

 


